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1.18 東京大学 髙木 俊幸 助教 / 井上 広滋 教授 サンゴの白化感受性には細菌も関係する？

―共生藻の細胞表面から光保護機能を持つ色素細菌を発見―
2.13 北海道大学 小川 浩史 教授 深海温泉を源とする微生物に分解されない有機物

～深海熱水から溶存黒色炭素が供給されていることを発見～
2.22 国立極地研究所 阿部 彩子 教授 / 

吉森 正和 准教授
南極内陸の積雪は過去 5000 年間で長期的に減少し、産業革
命期から顕著に増加
～南極ドームふじ地域の氷床コアから解明～

3.1 東京大学
大学院新領域創成
科学研究科

岩崎 渉 兼務教授
魚類の生態・進化・環境 DNA 研究を加速するデータプラット
フォーム  ――「MitoFish Suite」の機能強化――

3.2 東京大学 吉澤 晋 兼務准教授 地球全体に分布するロドプシン保有細菌の新たな光エネルギー
獲得戦略 ――キサントフィルを用いた集光アンテナの発見――

3.10 東京大学 髙木 俊幸 助教 / スハイラ・ルスニ 
特任研究員 / 井上 広滋 教授

魚は淡水中より海水中でより多くのマイクロプラスチックを飲む

3.28 理化学研究所 兵藤 晋 教授 卵で増えない胎生のサメも卵黄遺伝子を持つ
―「ラブカ」など 12 種のサメ・エイ類の比較解析で発見－

4.11 北海道大学 太田 瑞希 特任研究員 水深約 7,200m の超深海域から新種の寄生性甲殻類を発見
4.12 東京大学 伊藤 進一 教授 / 

矢部 いつか 特任研究員
マサバの成長と個体数変動のモデル化を実現

4.13 島根大学 高木 亙 助教 / 兵藤 晋 教授 ヌタウナギの後葉ホルモン受容体を解明！
～環境適応能力の進化の謎に迫る～

5.15 東京大学 渡辺 泰士 特任研究員 / 阿部 彩
子 教授 / 大石 龍太 特任研究員 / 
Wing-Le Chan 特任研究員

天文学的要因が左右する更新世前期の地球の気候と氷床量変動

5.24 東京大学 塩崎 拓平 准教授 / 吉澤 晋 兼
務准教授 / 高見 英人 特任研究
員 / 濱崎 恒二 教授 / 原田 尚美 
教授

北極海に生息する窒素固定生物のゲノム解読に成功
―北極固有種の存在とその特徴が明らかに―

6.1 東京大学 余 泽庶 特任研究員 / 
伊藤 進一 教授 / 兵藤 晋 教授

黒潮の環境 DNA から青魚の分布特性を探る

6.2 東京大学 川口 悠介 助教 / 
矢部 いつか 特任研究員

台風が引き起こす波はいつ深層に到達するのか？
――数週間も海中をさまよう波の亡霊――

6.5 東京大学 高木 亙 助教 / 兵藤 晋 教授 「人魚の財布」の作り方：その最初の1 ページ
―トラザメの産卵周期におけるホルモン制御の一端を解明―

6.26 東京大学 新里 宙也 准教授 / 
井上 広滋 教授

鹿児島湾の奇妙な生き物 サツマハオリムシの全ゲノムを解読
―化学合成生態系への適応メカニズムに迫る―

6.30 東京大学 横山 祐典 教授 / 
宮入 陽介 特任助教

山中湖の湖底堆積物から明らかとなった富士山噴火史
―5050 ～ 3900 年前の未知の噴火を新たに 6 つ発見―

7.10 東京大学 朴 進午 准教授 南海トラフ沿いのスロー地震活動を規定する深海堆積物
―海溝で沈み込む砂層は強い断層を作るのか―

9.14 東京大学 岡 英太郎 准教授 / 
西川 はつみ 特任研究員

海洋内部の巨大な水塊が台風に影響

9.20 海洋研究開発機構
沖野 郷子 教授

プレート境界断層スロー地震発生域から海底面までつながる流
体経路を発見　―沈み込む海嶺が作る上盤プレート破砕帯の
イメージングに成功―

9.21 東京大学
山口 飛鳥 准教授

南海トラフプレート境界断層の現場再現実験から断層のすべり
特性を解明
――スロー地震と巨大地震の発生メカニズムの解明に貢献――

10.2 総合地球環境学
研究所 今須 良一 教授

インド・パンジャーブ地方の稲わら焼きが起因、高レベルの
PM2.5 がデリー首都圏へ
～高密度観測ネットワークで輸送過程を解明～

10.11 東京大学 上坂 怜生 特任研究員 / 坂本 健
太郎 准教授 / 佐藤 克文 教授

荒波と暴風の中で飛び立つアホウドリ
―局所的な環境条件が海鳥へ与える影響とは？―

10.18 東京大学 新里 宙也 准教授 サンゴと褐虫藻の共生に関わる遺伝子候補を特定
―サンゴ礁生態系を支える共生分子機構の全容に迫る―

和文
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11.8 東京大学 松崎 賢史 助教 中期更新世におけるティモール海の古海洋学的変化と放散虫の

生産パターンの変化
11.22 国際農研

今田 由紀子 准教授
西アフリカ半乾燥地域の重要作物ササゲに対する気候変動の
影響を収量予測モデルにより推定
―干ばつとともに過湿への対策が必要になることを示唆―

11.24 東京大学 藤井 賢彦 教授 / 
ベルナルド・ローレンス・パトリッ
ク・カセス 特任研究員

マガキ養殖海域の温暖化・酸性化の詳細な観測・予測に成功　
―深刻な影響を回避するためには様々な対策が必要―

12.1 海洋研究開発機構 今田 由紀子 准教授 猛暑発生時の地上高温に対する地球温暖化の寄与を初めて評価
―2022年初夏の猛暑に対する温暖化影響には地域差があった―

12.1 神戸大学 佐藤 克文 教授 ザトウクジラが漁船周りで拾い食い⁉
－省エネな餌取り方法に潜むクジラと漁船双方へのリスクに警鐘－

12.6 国立環境研究所 佐藤 正樹 教授 大気の水循環を追跡する高解像度シミュレーション
―次世代の水同位体・大気大循環モデルの開発―
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Master’s Thesis in FY2023

研究科
Graduate School

専攻 
Department /Division

学生名
Student

論文タイトル
Title of thesis

主たる指導教員 
Supervisor

東京大学大学院
Graduate Schools 
of The University 
of Tokyo

理学系
Science

地球惑星科学
Earth and 
Planetary 
Science

安東 梢
ANDO, Kozue

C-14管理飼育による魚類（アマノガワテンジクダイ）の耳石お
よび水晶体炭素源の評価
A study on carbon source in fish（Pterapogon kauderni）otolith and 
eye lens under C-14 controlled rearing

横山 祐典
YOKOYAMA, Y

有馬 希
ARIMA, Nozomi

最終間氷期の気候シミュレーションにおいて雲相の温度依存性
が北極温暖化へ与える影響について
Impact of temperature dependency of cloud phase on Arctic warm-
ing in climate simulations of the last interglacial period

吉森 正和
YOSHIMORI, M

井村 裕紀
IMURA, Yuki

数値気候モデルを用いた氷晶核の気候影響に関する研究
Study of climate impacts of ice nucleating particles using a numeri-
cal climate model

鈴木 健太郎
SUZUKI, K

猪股 一馬
INOMATA, 
Kazuma

雄大積雲の発生環境に着目した雨域特性と環境場との関係に
ついての海陸比較：TRMM 降雨レーダーを用いた統計解析
Statistical analyses on ocean land differences in the relationship be-
tween characteristics of rainfall events and environments using 
TRMM/PR data: With an emphasis on cumulus congestus

高薮 縁
TAKAYABU, Y. N.

越田 勇気
KOSHIDA, Yuki

大西洋子午面循環に対する北極域河川流出の影響 羽角 博康
HASUMI, H

牧 梨乃
MAKI, Rino

能動型衛星と静止気象衛星の複合による降雨生成過程の解析
的研究
Observational study of rain formation process with a combined use 
of active and geostationary satellite measurements

鈴木 健太郎
SUZUKI, K

増田 勘次
MASUDA, Kanji

全球雲解像モデルを用いたエアロゾル直接放射強制力への雲
の影響の評価
Evaluating Cloud Effects on Direct Aerosol Radiative Forcing with a 
Global Cloud-Resolving Model

鈴木 健太郎
SUZUKI, K

宮地 洋輔
MIYACHI, 
Yosuke

熱帯太平洋における大気海洋結合モデルNICOCOの不確実性
とその要因
Source of uncertainties of the atmosphere-ocean coupled model 
NICOCO in the Tropical Pacific Ocean

宮川 知己
MIYAKAWA, T

森口 堯明
MORIGUCHI, 
Takaaki

四国海盆南西部の地球物理学的特徴：背弧拡大初期のテクトニ
クス

沖野 郷子
OKINO, K

村井 亮太
MURAI, Ryota

Marine osmium isotopic records in the Late Triassic from the south-
ern Chichibu Belt

黒田 潤一郎
KURODA, J

成末 憲弘
NARISUE, 
Norihiro

Nd同位体比を用いた魚類回遊指標の開発：伊勢湾イガイ殻
マップの作成と魚類試料への応用

白井 厚太朗
SHIRAI, K

韮澤 雄太朗
NIRASAWA, 
Yutaro

北西太平洋モンスーントラフの季節内変動における大気海洋相
互作用の役割
The role of air-sea interaction in the intra-seasonal fluctuation of the 
monsoon trough over the western north pacific

宮川 知己
MIYAKAWA, T

太田 映
OTA, Hayu

Osmium isotope stratigraphy of the Cretaceous-Paleogene boundary 
in the Nemuro Group

黒田 潤一郎
KURODA, J

小篠 亮太
OZASA, Ryota

MIROC6ペースメーカー実験を用いた近年の熱帯太平洋SST
パターンの要因分析

渡部 雅浩
WATANABE, M

齋藤 成利
SAITO, 
Shigetoshi

冬季関東地方における大雪と大雨との違いは何に起因するのか 
〜2018年1月22日の事例をもとに〜
What is the difference between heavy snowfall and heavy rainfall in 
the Kanto region during winter ― Based on the case of 22 January, 
2018

宮川 知己
MIYAKAWA, T

阪本 昂平
SAKAMOTO, 
Kohei

日本産樹木年輪中のΔ14C・δ13C測定と大気核実験データに基
づく1950年以降の北半球中緯度域における大気中14Cに関す
る研究
Investigating post-1950s atmospheric 14C in the mid-latitudes of the 
Northern Hemisphere based on Δ14C and δ13C measurements in 
Japanese tree-rings and atmospheric nuclear test data

横山 祐典
YOKOYAMA, Y

弓場 茉裕
YUMIBA, Mahiro

生物起源炭酸塩の酸素同位体分別における種特異性の定量的
評価
Quantitative evaluation of species specificity in oxygen isotope frac-
tionation of biogenic carbonates

白井 厚太朗
SHIRAI, K

鄭 方舟
ZHENG, 
Fangzhou

海洋上層の熱収支解析に基づく北極の大気と海洋の温暖化メ
カニズムに関する研究
Study on the mechanisms of atmospheric and oceanic warming in 
the Arctic based on the upper-ocean heat budget analysis

吉森 正和
YOSHIMORI, M

生物科学
Biological
Sciences

浅田 要
ASADA, Yo

Bathymetric zonation and speciation in ocean trenches: the case of 
northwestern Pacific bivalves

狩野 泰則
KANO, Y

石原 光
ISHIHARA, 
Hikaru

口内保育を行うオスのクロホシイシモチの下顎において見つ
かった卵を隠す婚姻色の解析

神田 真司
KANDA, S

亀井 遥香
KAMEI, Haruka

道東・三陸沖深海域に生息するサケビクニン複合種群の地理的
分布と交雑域の経年変化

小島 茂明
KOJIMA, S
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